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第６３回岐阜大学経営協議会 議事要旨  

 

１ 日 時  平成２６年３月２４日（月）１３時３０分～１５時３５分 

２ 場 所  岐阜大学本部大会議室  

３ 出席者  森（議長），牛込，大熊，岡本，勝野，古田，八嶋，廣田，小見山，

吉村，杉戸，岩間，林の各委員  

オブザーバー：  

早川教育学部長，竹内地域科学部長，清島医学系研究科長，六郷工

学部長，福井応用生物科学部長，吉田監事，山田監事，水谷学長特

別顧問  

 

４ 議事要旨の確認について  

第６１回，第６２回の経営協議会議事要旨（案）を原案どおり確認した。  

 

５ 報告事項  

（１）国立大学のミッションの再定義について  

八嶋委員から，資料１に基づき，本学の学際分野，保健系分野，農学分野に

係る国立大学のミッションの再定義に関する検討状況について説明があり，ミ

ッションの再定義について，文部科学省から原案が提示された旨の報告があっ

た。 

 

（２）平成２５年度の組織評価結果について  

八嶋委員から，資料２に基づき，岐阜大学評価システム要項に基づき，中期  

目標計画６年間の３年終了時及び６年終了時の３年に１度各部局の組織評価を  

行っており，昨年度までの３年間の各組織の評価について説明があった。また， 

本学では組織評価結果を全学に公表することにより，各部局等の優れた取組を  

参照して，次年度以降の活動の参考にしているとの発言があった。 

 

（３）平成２６年度岐阜大学一般入学志願者数について  

廣田委員から，資料３に基づき，平成２６年度岐阜大学一般入学志願者数に

ついて報告があった。  

主な意見等は次のとおり（○：質問・意見  ●：回答）  

○ 新しい指導要領に基づく教育課程が，来年度受験生から導入されると  

いうことで，２６年度入試がゆとり教育を受けた最後の世代ということ  

になるという話があったが，来年になると学生のレベルが上がると考え  

てよいのか。  

● 試験内容が異なり，指導要領が変わるので，一，二年，経過措置があ  

るかと思われるが，ゆとり教育が終わって新しい指導要領に基づいたも  

のになると，レベルが上がって困難になるというような心理が働くので  

はないかと思われる。  
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（４）医師国家試験等の合格状況について  

廣田委員から，資料４に基づき，医師国家試験合格率，獣医師国家試験合格

率，教育学部の教員採用率について報告があった。 

主な意見等は次のとおり（○：質問・意見  ●：回答）  

● 教員の採用者数としては，常勤，非常勤の採用者数を含めると例年よ  

り採用者数は多くなると考えられる。また，本学の獣医師の国家試験合  

格率は，国立大学のうち，獣医を有する大学の中では，上位に入ってい  

る。 

 

（５）寄附講座等の設置について  

小見山委員から，資料５に基づき，大学院医学系研究科に寄附講座「肝胆膵・

がん集学的治療学講座」を平成２６年４月から平成３１年３月の５年の間で，

また，寄附講座「関節再建外科学先端医療講座」及び「障がい児者医療学講座

（岐阜県）」を平成２６年４月１日から平成２９年３月の３年間，設置する旨

の報告があり，設置目的，研究内容，寄附者及び事業規模について説明があっ

た。また，大学院医学系研究科の寄附講座「乳腺・分子腫瘍学講座」を平成２

６年４月１日から平成２８年３月までの２年間延長する旨の報告があり，設置

目的，研究内容，寄付者及び事業規模について説明があった。  

最後に，小見山理事から，現在の本学の寄附講座・寄附研究部門の設置状況

について説明があった。  

 

（６）外部財源を活用した施設整備について  

吉村委員から，資料６に基づき，現在，大垣市に設置されている岐阜県中央

家畜保健衛生所が老朽化及び狭隘化に伴い，岐阜県が，県庁所在地に近く，岐

阜大学の獣医学教育との連携を強化できるような場所に移転することを模索し

ていたことから，本学の土地の一部を岐阜県に貸与して岐阜県が当該衛生所を

建設し，その建物の一部を本学が家畜衛生地域連携実習教育研究推進センター

（仮称）として使用することについて説明があった。また，本件については，

３月２０日に，岐阜県と連携整備に向けての協定を締結したことの報告があっ

た。 

 

（７）医学部附属病院の経営状況について  

岩間委員から，資料７に基づき，医学部附属病院の平成２５年４月から平成

２６年１月までの請求額，償却後利益，当期収支差額等による経営目標達成率

について報告があった後，損益計算書及び収支計算書について説明があった。  

主な意見等は次のとおり（○：質問・意見  ●：回答）  

○ 償却後利益の目標が高すぎるのではないか。  

● 病院として順次，設備投資を行っていきたいと考えており，設備投資  

のための予算立てをしている状況がある。目標を低く設定すると設備投 

資の事業規模も小さくせざるを得ないことになるので，目標をある程度  

高く設定している。 
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（８）「多様性活力発揮に向けての女性研究者支援」評価結果について  

   林委員から，資料８に基づき，平成２２年度から平成２４年度までの３年間  

文部科学省科学技術振興調整費による本学の女性研究者支援プロジェクトに対  

する評価結果について，総合評価が「Ａ」であった旨の報告があり，プロジェ  

クトの概要，評価コメント，他大学も含めたプロジェクト評価結果一覧等につ  

いて説明があった。  

 

 （９）女性教員比率の数値目標の進捗状況について  

    林委員から，資料９に基づき，岐阜大学における女性教員比率の数値目標達  

成までの年次計画，各部局における数値目標達成までの年次計画，数値目標達  

成のために平成２５年度に取り組んだ方策及び今後取り組む方策等，岐阜大学  

における女性教員比率の数値目標設定について，教員の部局別女性比率，岐阜  

大学における女性教員及び女子学生の分野別比率，教員公募に係る女性の応募  

状況等について説明があった。  

主な意見等は次のとおり（○：質問・意見  ●：回答）  

○ 内閣府から，上場会社に対し，女性役員を必ず入れるようにとの通知 

 があったようだが，いきなり役員にするのは困難であり，十分な体制を  

 取りながら行う必要がある。岐阜大学は着実に進んでいるようであるが， 

今後も女性の役員及び幹部職員への登用に取り組んでいく必要があると  

感じている。  

●  先日，岐阜市からも優良事業として表彰いただき，地道な取り組みを

進めているところである。ただし，女性教員比率を定期的に向上させて

いくと同時に，学内における活躍の場を設定していくことが重要であろ

うと考える。  

○ 組織として，女性教職員を管理職に登用する割合の目標を掲げても， 

登用の機会がありながら，適齢期の女性が積極的にアプローチしないと  

いう状況がある。制度設計も大切であるが，女性の意識の問題も考慮す  

る必要がある。  

● 女性の意識改革も必要な課題である。 

 大学でも女性職員の採用は，年々多くなっているが，係長職，補佐職，  

課長職に占める割合はまだ少なく，これからの問題であると考えている。 

   

（10）ISO14001 の認証範囲拡大について  

    林委員から，資料１０に基づき，全学で ISO14001 認証を取得した旨の報告が  

あり，環境マネジメントシステムの推進という目標が達成できたので，今後は  

着実な定着を進めていきたいとの発言があった。  

主な意見等は次のとおり（○：質問・意見  ●：回答）  

○ ISO14001 について，学生はどのような取り組みを行っているのか。 

● 学生は，サークル活動として緑のカーテンの設置等の緑化活動を自発  

的に進めており，大学としても支援している。また，全学共通教育の授  
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業科目として，新たに「環境経営と環境マネジメント」を開講した。更 

に，応用生物科学部は全教員が環境に関わる授業科目を担当している。  

認証機関からも，学生を含めた大学としての活動，フォーラム，各種行  

事，授業科目の開講等の充実を認めていただいており，さらに力を入れ  

ていくようにとのコメントをいただいている。  

○ 学生が自発的に活動しているのは大変良いことである。就職の時にも 

有益である。この活動を学内で発表するような取組は行っているのか。  

● ６月１日の創立記念日の際に，学生表彰として，学生サークルを表彰 

している。また，教員と一緒に環境絡みのシラバスの策定にも関わって  

いる。 

 

（11）国立大学協会平成２５年度第３回通常総会について  

    議長から，資料１１に基づき，国立大学協会平成２５年度第３回通常総会に  

おいて配布された，「国立大学改革プラン」の公表を受けて（声明），「大学  

のガバナンス改革の推進について（素案）」に対する意見，学校教育法等の一  

部改正について，「国立大学の人事・給与制度に関する研究－年俸制の検討を  

中心に－」報告書骨子（案），国立大学における男女共同参画推進の実施に関  

する第１０回追跡調査について，官民協同海外留学支援制度  トビタテ！留学  

JAPAN 日本代表プログラム（案）概要等について説明があった。  

 

６ 審議事項  

（１）平成２６年度計画（案）について  

八嶋委員から，資料１２に基づき，本学の平成２６年度計画（案）について

説明があり，審議の結果，了承され，３月２７日（木）開催の教育研究評議会

及び役員会に附議することとされた。  

主な意見等は次のとおり（○：質問・意見 ●：回答）  

○ 多くの日本人学生を海外に派遣すべきである。 

● 学生の海外派遣について，本学は遅れ気味である。本学は，派遣学生  

に対し，大学基金から派遣費用の補助をしており，今後も更に推進した  

いと考えている。また，英語による授業を行うコースを地域科学部内に 

設置したいと考えており，そのコースの学生について，海外へ１年間派  

遣する方策も具現化したい。 

 

（２）評価室員候補者について  

八嶋委員から，資料１３に基づき，平成２６年４月１日から平成２８年３月  

３１日までの任期の評価室員候補者について説明があり，審議の結果，了承さ 

れ，３月２７日（木）開催の教育研究評議会に附議することとされた。 

 

（３）学則及び大学院学則の一部改正について  

吉村委員から，資料１４に基づき，工学部附属インフラマネジメント技術研

究センターの設置及び工学研究科環境エネルギーシステム専攻の講座改組に
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伴い，学則を一部改正すること，また，教育課程に関する編成及び実施の方針

（カリキュラム・ポリシー）の下で教育課程の編成をすることの明確化，第７

条～第５８条の条文の並びの整理等，「当該」及び「研究科委員会の議を経て」

の字句の整理，章の整理及び字句の整理に伴い，大学院学則を一部改正するこ

とについて説明があり，審議の結果，了承され，３月２７日（木）開催の役員

会に附議することとされた。  

 

（４）新役員の給与について  

吉村委員から，資料１５に基づき，本学の新役員の給与について，国立大学

法人岐阜大学役員給与規則に則り，決定したい旨の説明があり，審議の結果，

了承され，３月２７日（木）開催の役員会に附議することとされた。  

 

（５）平成２６年度学内予算（案）について  

   杉戸委員から，資料１６に基づき，予算編成方針（案），学内収入予算の概  

要，学内支出予算の概要，収支予算書，予算事項別の構成，政策経費内訳及び  

部局別事業計画表等について説明があり，審議の結果，了承され，３月２７日  

（木）開催の役員会に附議することとされた。  

主な意見等は次のとおり（○：質問・意見  ●：回答）  

○ 消費税の増税は，運営にどの程度影響があるのか。  

● 消費税の増額により，前年度に対して約３億円程度の支出の増加が見  

込まれる。 

 

（６）平成２６年度資金運用方針（案）について  

   杉戸委員から，資料１７に基づき，平成２６年度資金運用方針（案）ととも  

に，資金運用にかかる規程等の体系，国立大学法人法・文部科学省告示により  

運用対象となる金融商品，格付比較及び取引実績金融機関一覧，金融機関格付  

推移，資金運用にかかる責任・実施体制並びに資金運用収益実績及び運用商品  

一覧等について説明があり，審議の結果，了承され，３月２７日（木）開催の  

役員会に附議することとされた。  

主な意見等は次のとおり（○：質問・意見  ●：回答）  

● 運営費交付金が年々減少しているため，資金運用について，改善でき  

ないか検討しているが，現状は元本保証されている金融商品により運用 

しているため，少額の利息しか上がらない。運用について，良いアドバ  

イスをいただきたい。 

 

 （７）監査室員の推薦について  

    議長から，資料１８に基づき，次期監査室員候補者（任期：平成２６年４月  

１日～平成２８年３月３１日）について説明があり，審議の結果，了承され，  

３月２７日（木）開催の役員会に附議することとされた。  
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７ その他 

（１）次期岐阜大学役員等について  

議長から，資料１９に基づき，平成２６年４月１日からの次期役員等就任予

定者について紹介があった。  

 

 （２）経営協議会委員（平成２６年４月１日）について  

    議長から，資料２０に基づき，平成２６年４月１日から平成２８年３月３１  

日までの任期となる次期経営協議会委員就任予定者について紹介があった。  

 

 （３）次期学部長等について  

    議長から，資料２１に基づき，平成２６年４月１日からの次期学部長等就任 

予定者について紹介があった。  

 

８ 次回の開催日  

次回は，平成２６年６月に開催を予定することとし，後日日程を調整するこ  

   ととした。  


